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平成 27年 3月期 経営業績と前期経営業績との差異に関するお知らせ 

 

 

平成27年3月期経営業績と前期経営業績との間に上場規程に定める基準を超える乖離が生じたため、下

記を開示いたします。 

 

 平成 27年 3月期の連結業績（平成 26年 4月 1日～平成 27年 3月 31日）と平成 26年 3月期の連

結業績（平成 25年 4月 1日～平成 26年 3月 31日）との差異 

 

                                                      （百万円未満切捨て） 
連結経営成績                                               （％表示は対前期増減率） 

 営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 

27年 3月期（B） 6,654 1,422 1,731 1,499 

26年 3月期（A） 7,752 1,848 2,059 1,637 

増減額（B－A） △1,098 △426 △327 △137 

増減率（％） △14.2 △23.1 △15.9 △8.4 

（△は、損失またはマイナスを示しております） 

当連結会計年度末における当社グループの運用資産残高は、前期末に比して金額で 2,413億円、比率で

35.3％増加して 9,244億円（注 1）となりました。残高報酬は前期比 10.5％増の 47億 84百万円、成功報酬

（注 2）は、前期比 56.3％減の 11億 57百万円となり、アドバイザリー業務に係る報酬及びメガソーラー発電事

業に係る各種報酬等を合計し、営業収益は前期比 14.2％減の 66億 54百万円となりました。 

営業費用及び一般管理費に関しては、前期比 11.4％減の 52億 31百万円となりました。スパークス・アセッ

ト・トラスト＆マネジメント株式会社（旧ジャパンアセットトラスト株式会社）買収など業容の拡大に伴う人員増な

どにより費用が増加する一方、残高報酬の一部を特定の職員に賞与として払い出すこととしていた運用戦略を

停止したこと及び前期に比してのれん償却額が減少したことなどによるものです。 

この結果、営業利益は前期比 23.1％減の 14億 22百万円、また、受取利息 1億 35百万円及び為替差

益 1億 48百万円等の計上により、経常利益は前期比 15.9％減の 17億 31百万円となりました。 

さらに、投資有価証券評価損 26百万円に加え、海外子会社において計上した特別退職金 45百万円等を

特別損失として計上した他、課税所得の発生が確実に見込まれる範囲で 1年以内に解消される繰延税金資

産を計上したことによる法人税等調整額△4億 15百万円を計上したことにより、当期純利益は前期比 8.4％

減の 14億 99百万円となりました。 

 

（注 1）当連結会計年度末（平成 27年 3月末）運用資産残高は速報値となっております。 

（注2）成功報酬には、不動産購入・売却に対して当社グループがファンドから受ける一時的な報酬を含めており

ます。 

 

 



 

 

 

 平成 27年 3月期の個別業績（平成 26年 4月 1日～平成 27年 3月 31日）の個別業績と平成 26年

3月期の個別業績（平成 25年 4月 1日～平成 26年 3月 31日）との差異 
（百万円未満切捨て） 

個別経営成績                                       （％表示は対前期増減率） 
 営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 

27年 3月期（B） 484 △21 1,290 2,029 

26年 3月期（A） 603 54 82 581 

増減額（B－A） △118 △75 1,207 1,447 

増減率（％） △19.6 － － 249.0 

（△は、損失またはマイナスを示しております） 
 

関係会社業務受託収入等により、営業収益は 4億 84百万円（前期比 19.6％減）となりました。営業費用

及び一般管理費に関しては、主に人件費の減少により 5億 6 百万円（同 7.7％減）となりました。その結果、21

百万円の営業損失（前期は 54百万円の営業利益）となりました。 

 

主として子会社からの受取配当金 13 億 6 百万円や為替差益 44 百万円の発生により経常利益は 12 億

90 百万円（前期は 82 百万円の経常利益）となりました。また、連結納税制度適用に伴う法人税個別帰属額

等 5 億 10 百万円を（貸方に）計上したことに加え、子会社で課税所得の発生が確実に見込まれる範囲で 1

年以内に解消される繰延税金資産を計上したことによる法人税等調整額 2 億 53 百万円を（貸方に）計上し

たため、当期純利益は 20億 29百万円（前期比 249.0％増）となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 本件に関するお問い合わせ先 

スパークス・グループ株式会社 経営管理部 

TEL : 03-6711-9100 / FAX : 03-6711-9101 

 


